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● プログラム内容は予告なしに変更されることがありますので、あらかじめご了承ください。最新の情報はWebをご覧ください。● 特別講演、特別対談、ランチョンセッションならびにコンサルティングセッションは協賛各社の提供プログラムです。　　● セッションはすべて要予約です。

基調講演
9:30▶9:35 開会のご挨拶　一般社団法人  日本情報システム・ユーザー協会

17:20▶19:00 交流会　（お気軽にご参加下さい）

9:35
▼

10:35

12:00▶12:45

13:00▶13:50

14:05▶14:55

15:10▶16:00

16:15▶17:05

10:45
▼

11:45

A4

B3

A2

ワークスタイル改革　
～多様な取り組みから見えてきた課題と効果～

情報子会社、○○始めました！
～攻めのIT実現へ！各社が始めた○○を聞こう！～

C1

C2

AJS株式会社 
常務執行役員　 
ソリューション第1事業部長
赤司 浩文 氏

近年、注目が集まるワークスタイル改革。生産性向上からダイ
バーシティ実現まで幅広く、誰のためにどのような施策をどのよ
うに実践すればよいのか考える必要があります。
ここではフリーアドレス、在宅勤務、モバイルや電話といった
キーワードも取り上げつつ、成功事例だけでなく直面した課題
について、すでに着手している企業事例を踏まえて、ディスカッ
ションを行います。

ITの利活用の主戦場が広が
り変化する中で、親会社から
情報子会社への期待も、情報
子会社自身の在り方も変化
の真っ只中にあります。すな
わち、今が価値の再構築をす
る好機でもあります。
このような中、情報子会社
として各社がいろいろな取
り組みを始めようとしてい
ます。ここでご紹介する事例
は、まだ始動したものばかり
です。いち早く小さくはじめ、
課題に直面しても、繰り返し
て挑戦しようとみなさんに
投げかけたいと思います。も
しかするとこの場で、企業を
超えた取り組みが生まれる
かもしれません。

「すべて、初めは危険だ。しか
し、とにかく始めなければ始
まらない（ニーチェの言葉
より）」
一緒に始めませんか？
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JUASワークスタイル改革コミュニティ
ファシリテーター
株式会社シーエーシー 
経営統括本部　経営企画部　 
齋藤 学 氏

アサヒビジネス 
ソリューションズ株式会社
執行役員　 
ソリューション本部長代行
小熊 利章 氏
株式会社JR東日本情報システム
常務取締役　企画部長
三林 宏幸 氏
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B1

コマツのICT戦略

L2

B2

A3

L1

株式会社アイ・アイ・エム
東日本営業部　第二営業課　兼　コーポレートサービス部　企画担当　マネージャー
宮倉 佐江 氏

今まで以上にビジネスにおいてITが欠かせない今、使えるだけのシステムから、快適に利用できるシス
テムへの転換が急務となっております。
そのシステムは売上向上に貢献していますか？社員の業務効率向上を牽引していますか？
ユーザ体感も含めた「レスポンス」の「計測・監視・管理」が求められています。

今回アイ・アイ・エムでは、レスポンスを計測し、問題発生を検知して行う「リアルタイム
なボトルネック分析」、さらには問題発生を未然に防ぐ「予兆管理」をご提案いたします。

A1

B4

ランチョンセッション 松花堂弁当つき

ユーザー事例セッション

コンサルティングセッション

ユーザー事例セッション

コンサルティングセッション

E1

E2

特別講演

株式会社NTTデータ
代表取締役社長
岩本 敏男 氏

デジタル社会、絶え間ない変化を捉える

指数関数的成長といわれるテクノロジーの進化は、予想を超える時間軸で発展し、あらゆる領域に
恩恵をもたらしています。その結果、ビジネス環境においては、従来では想像もつかない多様なプ
レイヤーが現れて、劇的な環境変化が絶え間なく起こり続けています。
日々動き続けるデジタル社会において、環境変化をどのように捉えて企業を経営していくか、ITの
活用法とともにお話します。

コマツは、2001年より環境・安全・ICTをキーワードに、お客様の現場とより深く関わり
ながら、新たな価値を創造するイノベーションを実現してきました。
そこで、KOMTRAXの開発と直近のスマートコンストラクションの開発における苦労話
を交え、コマツのICT戦略を紹介します。

K1

株式会社小松製作所
取締役会長
野路 國夫 氏

はじめる勇気Part.2～性能悪化の未然防止「予兆検知」とは～

ファイア・アイ株式会社
執行役　副社長
岩間 優仁 氏

情報流出を引き起こす高度なサイバー攻撃の多くは、標的型メールから始まります。そのメール
も、巧妙に偽装されて送られるため、従業員への注意喚起だけで防ぐのは困難です。一方で、セ
キュリティシステムからは日々膨大なアラートが発せられ、本当のリスクを絞り込むのは至難
とされます。いまや企業は侵害を前提としたセキュリティ対策に取り組む必要があります。本

セッションでは、侵害を受けても被害を出さないために、侵害に備えた迅速な対応
手順、脅威インテリジェンスを活用した効率的な運用についてご紹介します。

企業のIT部門は、猛スピードで進化するIT技術をキャッチアップしつつ、セキュリティなどの脅威
に備えながら、合わせてビジネスとの融合も図らなくてはならない時代になりました。変化に的確
に対応するために、我々はまず何から始めるべきなのでしょうか？ここでは、i コンピテンシ ディク
ショナリを用いた、As-IsとTo-Beを見据えた具体的な業務プロセスの明確化と、その結果起こる驚

くべき効果についてお話しさせていただきます。

近年の巨大災害で、データセンターの「箱」を守ることとデータセンターを介した「業務機能」を維持す
ることのギャップが明らかになりました。
耐震構造や非常用発電等により箱を守ることができたとしても、燃料供給、ネットワークの維持、要員派
遣などが可能か、拠点分散により業務機能を維持することができるかなどを検討する必要があります。

本講演では、最新の被害想定に基づくロバストなデータセンター運用戦略をご紹介し
ます。

侵害を前提としたサイバーセキュリティ対策と、
脅威インテリジェンスの活用

IT部門を変革しよう！
　～企業の目的/戦略の確実な実行に向けて 今だからこそ考える データセンターのBCP

株式会社Gunosy
代表取締役　最高経営責任者（CEO）
福島 良典 氏

「AI（人工知能）が進化すると仕事が失くなる」ー 本当でしょうか？情報キュレーションサービ
ス「Gunosy（グノシー）」は、アルゴリズムを学ぶ大学院の研究室で生まれました。創業時から一
貫して経営にデータを取り入れてきた福島が、データとアルゴリズムを用いたサービスの開発
経緯から経営戦略までをご紹介します。

AI時代に勝てるサービスをつくる方法	
～グノシーのデータ経営戦略

株式会社神戸製鋼所
IT企画部　次長
小寺 雄作 氏

神戸製鋼グループは「素材」「機械」「電力」を三本柱とする複合事業体ですが、多くの事業でICT・
データ活用によるものづくり力強化が課題となっています。
これらの課題解決に向けて、IT企画・ものづくり推進・技術開発の3部門が「ワンチーム」として
立ち上げて推進中の「データ活用推進」活動についてご紹介します。

ワンチームで立ち向かう「データ活用推進」の取り組み

株式会社日立製作所
サービスプラットフォーム事業本部　デジタルソリューション推進本部
Exアプローチ推進センタ　主管技師
浅見 真人 氏

IoT時代に向けて、ビッグデータ、AIなどの先端技術を活用したデジタルシフトが加速する中、新
たな価値をさまざまなステークホルダーと協創する「組織の壁」を越えたアプローチが必要とさ
れています。今まで経験したことのない嬉しさ・感動・喜びというエクスペリエンスを生み出す
ために、エンジニア、デザイナー、コンサルタントのチームが、お客さまと協創する「Exアプロー

チ」。お客さまとの事例を交えてご紹介します。

IoT時代のエクスペリエンスを協創する「Exアプローチ」

沖縄県
東京事務所　
企業誘致対策監
古波蔵 寿勝 氏

沖縄県は、情報関連産業を観光リゾート産業と並ぶリーディング産業と位置づけ、独自の施策を行ってきました。
今回、沖縄21世紀ビジョンに基づくIT人材の育成、インフラ整備、各種税制優遇措置など沖縄がアジアと日本のITブリッ
ジとなるための取り組みを紹介します。また、その一例としてニアショアのプラットフォーム形成を推進している県内企
業の取り組みを活用側の企業の声と共に紹介します。沖縄と企業がタッグを組んで推進するこれからのIT産業の可能性を
みなさんと共有したいと思います。

アジアと日本のITブリッジ、沖縄の可能性について
～ニアショア推進を一例とした沖縄と企業の連携～

株式会社FFRI
取締役　最高技術責任者
金居 良治 氏

三菱電機株式会社
インフォメーションシステム事業推進本部
トータルソリューション事業化推進センター・センター長
遠藤 淳 氏

今や企業にとってセキュリティ対策は最も重要な経営課題となっています。このセッションでは最
新のマルウェアや攻撃事例をご紹介し、近年のセキュリティ脅威動向を明らかにします。
また、それに対して最先端ではどのような研究がされているのか、最近のセキュリティカンファレ
ンスの発表などからご紹介します。

これらを踏まえて今後、どのような脅威が発生すると考えられるのか検討、どのよ
うな対策が必要となるのか説明します。

塚口駅前再開発ZUTTOCITYのプロジェクトの中で、電力見える化による省エネ、地域通貨を活
用した活性化、暮らしを便利にするサービスなど、街づくりのコンセプトにあわせ、社内の複数部門
との連携や他社サービスとの組合わせにより、トータルソリューションの提供を実現した取組み事
例を説明します。

最新のセキュリティ脅威動向およびその対策

IoTを活用した街づくりでのトータルソリューション
～塚口駅前再開発ZUTTOCITYでの取り組み～

富士通株式会社
新技術事業化推進室　AI活用コンサルティング部　部長
山影 譲 氏

再び注目される「人工知能」がもたらす未来に向けて、富士通が研究開発してきたAI技術の数々
を体系化した「Zinrai」と、これらのAI技術の適用をささえるICTソリューションを、事例を交え
てご紹介します。また、ディープラーニングや機械学習などのAI技術について、富士通研究所の
先端技術開発の状況をご紹介します。

進化を続ける人工知能　
～「人」と「AI」が拓く未来の可能性を考える～

新日鉄住金ソリューションズ株式会社
ITインフラソリューション事業本部　NSFITOS企画推進センター　副所長
白杉 武志 氏

情報システムが企業における「事業戦略そのもの」と位置付けられる昨今、情報システム部門は
これまで以上に事業貢献に向けた高い成果と相反するコスト削減を要求されています。「攻めの
IT」へシフトするための一つの解決策として、当社が提供する包括的アウトソーシングサービス
“NSFITOS”を具体的な事例(※)をもとにご紹介いたします。

※お客様導入事例のご紹介として、“NSFITOS”をご利用頂いている横河電機様に
もご登壇頂く予定です。

「攻めのIT」へのシフトの実現に向けた
アウトソーシング活用事例

今の組織で戦えますか？
～	Let's	メタモルフォーゼ！～	

「新技術への取組」ってとても大切だけど・・・	
今だからこそ我々が成すべき事って何？

デジタルテクノロジーの波をどう乗りこなす？
～IoT、AI、etc…新技術を「本当に」活用していく
　ために必要なことは？～

足元のITを三方良しで再評価
～新たなパラダイムに挑戦する企業事例を交えながら～

サッポログループマネジメント
株式会社
取締役　グループIT統括部長
石原 睦 氏

古河インフォメーション・ 
テクノロジー株式会社
執行役員　 
標準化推進統括部長
續 公利 氏

アサヒグループ 
ホールディングス株式会社
IT部門　ゼネラルマネジャー
知久 龍人 氏

電源開発株式会社 
総務部　IT推進室長
小泉 真吾 氏

グローバル化、クラウド活
用、セキュリティ強化、デジ
タルマーケティング・・・
外部環境の変化や経営か
らの高まる期待に対し、IT
リーダーは守りも攻めも両
立して、スピードをもって
応えていかなければなりま
せん。
はたして、今の組織で本当
に戦えるでしょうか？
今まさに、固定概念にとら
われることなく、組織・人
財戦略に重点を置いた、思
考の跳躍が求められてい
ます。
本セッションでは、メタモ
ルフォーゼ（=変態、変身）
に動き出した企業の課題や
取り組みの事例を通して、
皆様と一緒に、脱皮に向け
たヒントを考えていきま
しょう。

企業を取り巻く環境が加速度
的に変化する中、IoT、AI、ビッ
グデータ、ロボティクス、クラ
ウド等の新技術の活用による
企業の変革を進めたいと、多
くの企業で様々な議論が進め
られています。一方で、新技術
を活用したビジネスの創出に
ついては、まだまだ企業の期
待に応える状況にありません。
 
議論を突き詰めていくと・・・
 
結局は、新技術を活用してビ
ジネスを創出する「イノベー
ション人材」「グローバル人
材」等、将来ビジョンの実現に
必要な人材を育成していく事
が必要だと思いませんか？

本ディスカッションテーブル
では、「たぶん驚く程近い将来
到達するデジタル世界の姿」
と「それを実現する新技術へ
の挑戦」や「将来ビジョンを
ビジネスとしていく人材の育
成」の取組事例を交えながら、
皆さまと活発な議論をしてい
きたいと思います。

IoT、AI等の新たなテクノロ
ジーについて、メディアに取
り上げられない日はないと
言っていいくらい、その注目
度は高く、またビジネス変革
のトリガーとしての大きな
可能性を秘めています。しか
し、ビジネス効果を創出し、
真のビジネス変革を実現す
るためには、様々な課題があ
り、これまでとは異なる考え
方で、組織・人材・制度・仕
組みを整備する必要がある
のではないでしょうか。
本ディスカッションテーブ
ル は、IT部 門 の 立 場 か ら、
IoT、AI等の新たなデジタル
テクノロジーを「本当に」活
用し効果を出していくため
の課題を整理し、解決に向け
た方向性を議論してまいり
ます。

不透明・複雑化する事業環境、グ
ローバル展開の更なる深化、新テク
ノロジーの出現などパラダイム変
化が進むなか、我々IT部門は企業
の成長へのコミット、成果を求めら
れています。また、一方で従来の延
長線上では正解を見つけることが
困難になっていることも事実です。
これらに柔軟に適応していくため
には、「まず足元のITを再評価す
ることが必要ではないか？」
というのが、本テーブルの主張で
す。
このため、本テーブルでは『三方よ
し』、すなわち「売り手（IT部門）」、

「買い手（事業部他）」、「世間（マル
チステークホルダー）」の視点で企
業のIT部門の取組みを見つめ直
すことにします。
本テーブルに参加する皆さんと共
に、我々IT部門に求められる「新
たな関係性の構築」、「従来にない
価値追求」そして「それを乗り越
える知恵」についてディスカッ
ションを進めていきます。
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積水化学工業株式会社
経営管理部　 
情報システムグループ長
原 和哉 氏
武田薬品工業株式会社
グローバルインフォメーション
テクノロジー
リージョナルビジネスパート
ナー　ジャパンヘッド
満田 昌司 氏
三井不動産株式会社
情報システム部長
古田 貴 氏

株式会社NTTデータウェーブ
執行役員　システム基盤事業部長
兼務　IT戦略推進室長
蛯原 克明 氏
東京海上日動システムズ株式会社
エグゼクティブオフィサー　 
生保本部長
青木 眞由美 氏
ニッセイ情報テクノロジー 
株式会社
執行役員　次世代R&D室長 
ヒューマンリソース部長
徳永 正志 氏

鹿島建設株式会社
ITソリューション部長
渡邉 克彦 氏
東京ガス株式会社
IT活用推進部長
沢田 和昌 氏
富士フイルム 
ICTソリューションズ株式会社 
取締役
横山 立秀 氏
横河電機株式会社
情報システム本部　 
情報システム部　部長
北原 卓 氏

サントリービジネス 
エキスパート株式会社
ビジネスシステム本部　 
グループ情報システム部　 
部長
上野 誠 氏
JFEスチール株式会社
IT改革推進部長
新田 哲 氏
株式会社ブリヂストン
ITネットワーク本部　 
ビジネスIT企画部長
室岡 隆志 氏
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13:15▶14:55 ディスカッションテーブル

15:25▶17:05 ディスカッションテーブル

L4

株式会社三菱総合研究所
経営コンサルティング事業本部　主席研究員
古屋 俊輔 氏

L3

独立行政法人情報処理推進機構
IT人材育成本部　HRDイニシアティブセンター　グループリーダー
遠藤 修 氏

JUASクローズアップセッション13:15▶14:55

株式会社　沖縄ソフトウェアセンター
代表取締役社長
饒平名 知寛 氏

会場 ❷ 舞　扇

会場 ❷ 舞　扇

会場 ❷ 舞　扇

会場 ❸ 華しらべ

会場 ❸ 華しらべ

会場 ❶ 夢　扇

会場 ❶ 夢　扇

会場 ❶ 夢　扇

会場 ❹❺ 華うたげ・華つどい

会場 ❻ 華しずか会場 ❺ 華つどい

会場 ❾ 飛　鳥
会場 ❽ 孔　雀

会場 ❼ 花　苑

会場 ❾ 飛　鳥会場 ❽ 孔　雀会場 ❼ 花　苑

会場 ❶❷夢 扇 ・ 舞 扇 K2

会場 ❹ 華うたげ

会場 ❶❷夢 扇 ・ 舞 扇

会場 ❶❷夢 扇 ・ 舞 扇


